
四つ葉会通信 

よ つ ば 
平成２７年月５月２７日（水）ＮＯ．１１（発行者：奥長） 

本時は「動いて、考えて、また動く」の第六時。前時までに説明文の読み取りを行い、本時では

興味をもったところを発表し、筆者が最も伝えたいことを再確認したうえで、筆者と同じような「動

いて、考えて、また動く」体験を話し合った。 

指導者 

Ａ 興味を持ったところを理

由をつけて発表でき、筆者の

体験と同じ自分の体験を伝

えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 興味を持ったところを発

表でき、筆者の体験と同じ自

分の体験を伝えることがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
興味をもったところは見つけるこ

とができたが、理由をつけて書くこと

ができない児童が数名いた。 

筆者の体験と同じ自分の体験を伝

えることができる児童はほとんどだ

った。 

興味をもったところを見つけ、そ

の理由もかけている。理由もつけて

発表できている児童がたくさんい

た。 

筆者の体験と同じ自分の体験を伝

えることができる児童はほとんどだ

った。体験を伝えるときに、筆者が文

章中で使っていた表現になぞらえな

がら発表できている児童もいた。 

ルーブリック 

「理由をつけて発表」を A

とするか、Bとするかの吟

味が単元によって、必要だ

ということが実践を積み重

ねる中で、見えてきました。

今後の授業の中で、検討し

ていきましょう。(井上) 

http://www.google.co.jp/url?url=http://www.wanpug.com/illust171.html&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=-1Y9Va3HJOXDmwXmi4CgCg&ved=0CBgQ9QEwAQ&usg=AFQjCNFWGMkoMThHB1fCcqutcEfTkKNPlA


今回の授業では、主に自分の体験を話し合う活動が中心になってしまい、あまり説明文の学習が取り入れられ

なかった。それまでに、文章の内容の読み取りや、段落相互の関係を考えることを学習した。今回の授業をする

ならば、単元の最初に行い、文章構成を考える難しさを知ってから、筆者はどのように上手に書いているのかを

文章を読みとりながら学習を進めてはどうかとアドバイス頂いた。単元目標に向けて毎時間の組み立てを行うよ

うにしていく。 

本時で話し合ったことを元に、次時の授業では、自分の体験を筆者のように、中で事例を挙げながら伝える文

章を書く学習をした。文章構成を考えるときに思考ツールを使うと考えやすいとアドバイス頂いたので、思考ツ

ールを使って文章構成を考えてから書いた。普段文章を書くことが苦手な児童も思考ツールを使って構成を考え

ることで、いつもより文章を自分の力で書くことができた。以下が次時に取り組んだ体験文である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 興味を持ったところを発

表することができず、筆者と

同じ体験を伝えることがで

きない。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

興味を持ったところ見つけ書くこ

とができたが、理由を書くことがで

きなかった。 

 筆者と同じ体験をグループで発表

するときに発表できない児童は１名

いた。一緒にゆっくり考えていくと、

詳しい内容は言えなかったが、「なわ

とびのこと…」と最後にグループの

みんなに伝えることができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


